
地域と企業のGreen×Digital

募集テーマ

テーマ概要

リコーでは脱炭素社会の実現、循環型社会の実現を目指して、環境・エネルギー分野での新しい事業の創出に取り組み、
積極的なオープンイノベーションを推進しています。

「地域や企業のGreen×Digital」をテーマに、リコーのアセットを活用した地域や企業の脱炭素化、循環型社会の
実現に向けたソリューションを共創するパートナーを幅広く募集します。



＜リコー環境事業開発センターが保有するテクノロジーやノウハウ、アセット等＞
（例）
・リコー環境事業開発センターに見学来場される環境感度の高い企業・自治体のご紹介
・地域脱炭素化支援のノウハウ、経験

・OA機器のリユースアセット（回収、再生、再資源化）
・樹脂判別ハンディセンサ（廃プラスチックの材質判別し、マテリアルサイクルのための選別を支援）
・電力のトラッキングデータ（ブロックチェーンを使い、発電・蓄電・消費場所を可視化）

リコー環境事業開発センターでは、産学官連携によるオープンイノベーションにて、事業開発を進めてきました。
（例）
・木質バイオマス利活用（御殿場市/東京大）
・マイクロ水力発電システム（A社/名古屋大）
・照明・空調制御システム（B社/C社/D社）
・亜臨界DME（E社）
・リユース蓄電池（F社/環境省）

アセット活用例

提供可能なアセット



スタートアップ企業で、自治体や企業への再エネビジネスや脱炭素化ビジネスをスタートしている方との
コラボレーションを期待しています。
「再生可能エネルギー」の普及は社会課題になりつつあり、再エネトラッキング・VPP事業の実証など、政府の補助金
や実証事業も進んでいます。

また、今後として「蓄電池」がキーワードになる考えており、リコーではすでに電池のリユースにも取り組んでいます
ので、様々な企業とのコラボレーションを実現したいです。

その他にも、ニッチではありますが、ハンディセンサを使用したデータ領域で、廃プラ循環ソリューションで循環させ
るための仕組み・ソリューションを考えている方にも応募いただきたいです。

環境分野を実際に事業にするためにはハードルがあります。
チャンスもありますが、非常に難しい分野であり、私たちリコーだけでは解決できない課題が多くあります。
脱炭素社会・循環型社会の実現に向け、ぜひ一緒に考えて取り組んでいけそうな方はご応募・ご検討いただければと思
います。

協業先への期待



補足資料



補足資料 リコーの環境経営



補足資料 リコー環境事業開発センター



補足資料 リコー環境事業開発センター



補足資料 ４つの重点領域

地域脱炭素
支援

脱炭素計画作りから
実践まで

再エネ
ソリューション

PPA、産地証明、VPP
リユース蓄電池

脱炭素
ソリューション
可視化、照明・空調制御
エネルギーマネジメントシ

ステム



補足資料 Topics：地域脱炭素支援サービス

地域・自治体の脱炭素化を補助金申請から支援



補足資料 Topics：VPPサービス・電力デジタルサービス

日本ガイシとリコーで合弁会社を設立し事業開発

https://www.nr-power-lab.jp/



補足資料 Topics：樹脂判別ハンディセンサー

RICOH HANDY PLASTIC SENSOR B150

プラスチック分別によるマテリアルリサイクルの促進を期
待して開発サーキュラーエコノミー変革へ

(285g)

(ボタン1つ、2秒で判
別)


